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We Enjoy
Campus Life

卓球サークル
毎週土曜日、粟津キャンパス体育館で活動中。
和気あいあいと卓球を楽しんでいます。

achyon
なかにし礼氏によって作詩された公立小松大学校歌のタイトルは「光より速き
われら」。ときに光速をも超える思念やインスピレーションが本学学生・職員
の spirit から発せられるよう念願し、本誌のタイトルとして選んだのが「タキ
オン」（Tachyon）である。Tachyon は、未だ確認されていない粒子であるが、
光より速い速度をもつとされ、ギリシャ語の「ταχ （速い）」を語源とする。

学長　山本　博
（図出典：Institut for teoretisk Fysik）

［タキオン］

vol.6
2021.03

こまつから未来へ
公立大学法人
公立小松大学

※  大学HPでは、広報室学生委
員によるサークル突撃取材
の記事を公開しています。
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青松祭青
せ い

松
しょう

祭
さ い

2020年10月17日（土）
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、地域のイベント
や行事などが相次いで延期・中止となった2020年。大学
祭「青松祭」は、オンライン配信という新たな形式で開催し
ました。一部をご紹介します。

医療従事者への感謝を込め、笑顔の写真を集めたモザイクアート
（企画：実行委員会　イラスト：美術工芸サークル）

　進行など、配信当日は緊張もしま
したが、楽しさが上回っていました。
おすすめ動画は、粟津キャンパス紹
介の中で行ったサーモグラフィを
使った実験です。今回、大学祭が対
面でできない寂しさもありましたが、
オンラインならではの気づきもあり
ました。見逃し配信を皆さんにもぜ
ひ楽しんでもらいたいです。

　前期はずっとオンライン授業で家
にいたので、大学生らしいことがし
たい、学内にもっと知り合いが欲し
いと思い、実行委員に応募しました。
担当したモザイクアートは写真を集
めるのに苦労しましたが、先生方の

ご協力もあり、感謝してい
ます。大学祭を通して、他
学部の学生とも仲良くなる
ことができました。

　青松フリマの売上金の一部（7,272 円）は、新型コロ
ナウイルス感染症対策に携わる医療従事者への支援とし
て、小松市に寄附しました。
　ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

　キャンパスや小松市紹介など、夏休み
はほぼ毎日撮影をしていました。撮り直
しも多くて大変でしたが、ゆのくにの森
での金箔体験など、思い出深いです。

　以前の学祭は、家族連れのご
来場など、地域の皆さんとのふ
れあいを感じました。2021 年
はぜひ対面の学祭ができる状況
になってほしいです。

　青松フリマは、出品物の募集から、
販売のためのウェブページの作成、購
入希望者への連絡、振込の確認など、
何もかもゼロからの構築でした。予想
より売上があり、支援金として一部を
市に寄附できてうれしかったです。イ
ベントの運営は初めてでしたが、とて
もよい経験になりました。

第３回

第３回青松祭、令和２年度市民公開フォーラ
ムは、いずれも下記YouTubeで視聴できます。

見逃し配信中！
９月12日（土）オンライン・中央キャンパス

　デジタルハリウッド大学大学
院客員教授で、2018年に著書
「医療4.0」が大きな話題を呼ん
だ加藤浩晃先生と、千葉大学医
学部附属病院次世代医療構想セ
ンター特任教授の吉村健佑先生
を講師に迎え、学生や地域の医

療関係者など約150人が参加しました。
　講演では、IoTやロボット、人工知能、ビッグデータといった新た
な技術の進展に伴う医療環境の変化や、医療制度の維持に向けた課題
などについて解説がありました。講演に引き続き実施した対談では、
新型コロナウイルスによる社会の変化、新時代の医療のあり方と可能
性についても語られました。
※   Society5.0…仮想空間と現実空間を高度に融合させたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会。内閣府「第
５期科学技術基本計画」では、日本が目指すべき未来社会の姿として、
提唱されている。

市民公開フォーラム

Society5.0 時代の医療

感染症の起源や克服の歴史を解説。新型コロナウイル
スの今後について、自分たちにできることを考えます。

実行委員会の引っ張り役となった白木さんと佐合さん

による渾
こん

身のオリジナル漫才。大学愛が伝わります。

第2部

SNSで募集した「後ろ姿コンテスト」や「キーワード
クイズ」の結果発表。「後ろ姿コンテスト」グランプリ
は、「着物女子」に決定！

小松の見どころとして、小松空港や航空プラザ、勧進
帳の舞台である安宅の関、ゆのくにの森の４か所を学生
ならではの視点で紹介。

第3部

中央、粟津、末広の３キャンパスを紹介。粟津キャン
パスでは、体育館の紹介とあわせて行ったサーモグラ
フィを使った実験で、大量の汗を流す結果に。

第１部、第３部で合計６サークル（バスケ、茶道、
DJ、ボランティア、卓球、軽音）を紹介。それぞれ、
演出にこだわりと工夫が光ります。　

第1部

YouTube配信

チャンネル
公立小松大学公式

チャンネル
公立小松大学青松祭
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2018年 8月～ 12月

　保護者会総会（書面開催）により、以下役員の選出
が承認されました。※は新任、それ以外は再任（敬称略）
会　長　阿戸健一郎
副会長　  大御千枝子、北村啓、木本武志、
　　　　近藤洋司、德山直樹※、向出広幸※

監　事　尾上恵美、大貝英利
顧　問　山本博（学長）、横川善正（副学長）、
　　　　木村繁男（副学長）、千葉正（事務局長）

　本学では開学以来毎年、本学のもつ研究シーズ（種）を発信し、
地域や企業が抱えるニーズ（技術課題など）とのマッチングを図り、
課題の解決や共同研究などにつなげる機会として、「シーズ・ニーズ
マッチングシンポジウム」を開催しています。
　今回は、4学科合同で「新型コロナウイルス－これからの世界と
地域」をテーマに、オンラインで開催し、約100人が視聴しました。
研究発表のほか、本学の新型コロナウイルスへの取り組み、地域連
携の実績などの報告も行いました。

＜シーズ発表＞
①看護学科　内田美保教授「新型コロナウイルスと感染防止」
②臨床工学科　深澤伸慈教授「COVID-19 と呼吸管理」
③生産システム科学科　川端信義教授「ウイルスの流体力学」
④  国際文化交流学科　千葉悠志准教授「新型コロナウイルスと世界
情勢ー中東・イスラーム世界の視
点から」

大学間交流協定
　8月25日（火）　ハサヌディン大学（インドネシア）
部局間交流協定（国際文化交流学部）
　8月31日（月）　ナレスワン大学社会科学部（タイ）

　上記により、海外交流協定は、大学間協定が9件、
部局間交流協定が5件、その他機関が1件となりま
した。また協定締結を記念し、11月24日（火）、国
際文化交流学科がナレスワン大学と１日交流会をオ
ンラインで実施しました。両校の教員がタイと日本
の政治に関する講義を英語で行い、続いて、「アジア
の民主主義と学生の政治参加」をテーマに、学生に
よるプレゼンテーションと意見交換を実施しました。
本学からは、国際文化交流学科3年生が、日本の若
年層の政治意識と政治行動、社会の多様性と寛容さ
（特にLGBTに対する若者の意識）について、英語
で発表しました。

　大学と地域、シリコンバレーをつなぎ、コミュニ
ケーション力を高めながら、イノベーションを生み
出す力、シリコンバレーのビジネスの仕組みなどを
学ぶオンラインセミナーを開催しました。毎回、地
域の社会人や他大学の学生など、さまざまな職種や
年代の人が参加し、ディスカッションなどを通して、
相互理解やモチベーションのアップにつなげました。

①8/29「シリコンバレーから学ぶ『挑戦するマインド』」
　講師：桝本 博之さん（本学客員教授）
②   9/20「シリコンバレーで何故グローバル企業が生まれ
るのか～シリコンバレーの起業家の考え方」

　講師：石川洋人さん（Takeoff  Point 執行役社長）
③   10/24「シリコンバレーエンジニアの考え方－ 日本と
アメリカで働くことの違い」

　講師：酒井潤さん（Splunkソフトウェアエンジニア）
④   12/19「『話す』『知り合う』『つながる』ための小松に
住む人たちのワークショップ」　講師：桝本博之さん

　新型コロナウイルス感染症の影響で、例年大学と
して参加している市内の祭りやイベントの中止が相
次ぎ、学生が小松の歴史文化に触れる機会が少なく
なったことを受け、「１年生が小松を知るきっかけを
作りたい」と、広報室学生委員4人が企画しました（協
力：小松市役所観光文化課）。
　広報室学生委員が、手作りのしおりやフォトマラ
ソンなどのメニューを用意し、1年生をアテンド。「こ
まつ曳山交流館みよっさ」で歌舞伎メイクと口上体
験をし、その後、「道の駅こまつ木場潟」で地元食材

を使ったランチを楽しみま
した。午後は、「日用苔の里」、
「那谷寺」、「安宅住吉神社」
をめぐり、小松の秋を満喫
しました。

　平成26年から総務省が実施している、ICT分野において地球規模の
価値創造を生み出す奇想天外でアンビシャスな技術課題への挑戦を支援
する「異能vationプログラム」。多種多様な個性が活躍する場づくりを
進める全国のネットワーク拠点に本学が選ばれました。引き続き、シリ
コンバレーと地域、大学とをつなぐプロジェクトなどを実施していきます。

2020年 8月～2021年1月

11
25

（水）（水）

11
28

（土）（土）

　地域の困りごとや技術課
題などは、専用フォームか
らお気軽にお寄せください。

11
23

（月・祝）（月・祝）

2021年２月～ 12月

  スケジュール

 ２月16日（火）～４月７日（水）
　春季休業

 ４月１日（木）
　健康診断

 ４月２日（金）
　入学宣誓式

 ４月５日（月）・６日（火）
　新入生オリエンテーション

 ４月７日（水）
　健康診断（１年生対象）

 ４月８日（木）
　前期授業開始
※履修登録は４月21日（水）まで

 ７月10日（土）
　オープンキャンパス

 ７月30日（金）～８月12日（木）
　前期試験（補講・試験予備日含む）

 ８月13日（金）～９月30日（木）
　夏季休業

 10月１日（金）
　後期授業開始
※履修登録は10月14日（木）まで

 10月23日（土）・24日（日）
　大学祭「青松祭」

 12月27日（月）～１月６日（木）
　冬季休業

8
29

（土）ほか（土）ほか

おめでとう！

輝く小松大生

　臨床心理士（公認心理師）が相談
に応じます。相談内容は守秘します。

【日　　時】
毎週月・火・水・金曜日
いずれも 13時 30分～ 17時 30分

【申し込み】
各キャンパスの保健管理センターへ
直接または電話、メールで予約して
ください。
Email　health@komatsu-u.ac.jp
(本文に氏名、学籍番号、相談内容をお書きください）

学生相談
学生の家族からの相談も可

25
・31

（火）（火）

（月）（月）

8

11
30

（月）（月）

第38回中国語
スピーチコンテスト長野県大会
（主催：長野県日中友好協会ラジオ孔子学堂）

【スピーチ部門】　優勝
溝邊幹太さん（国際文化交流学科3年）

第６回江蘇杯中国語スピーチコンテスト
（共催：愛知大学、南京大学、江蘇国際文化交流センター）

【中上級班スピーチ部門】
・特等賞および
　中華人民共和国駐名古屋総領事賞
　髙橋優大さん（国際文化交流学科3年）

・一等賞
　大森帆乃香さん（同３年）

を
し
「
を
し

10月10日（土）

12月12日（土）
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人
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、
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」
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ま
す
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遺
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ヤ
遺

跡
が
あ
り
ま
す
。
世
界
中
か
ら
年
間

２
０
０
万
人
も
の
観
光
客
が
こ
の
遺

跡
公
園
を
訪
れ
ま
す
が
、
一
般
的
な

観
光
客
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
理
解

さ
れ
て
い
る
マ
ヤ
文
明
の
あ
り
様
と

い
う
よ
り
、
自
分
が
期
待
し
て
い
る

マ
ヤ
文
明
イ
メ
ー
ジ
を
求
め
て
来
ま

す
。
そ
こ
に
は
「
謎
の
古
代
文
明
」

K
O

M
A
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Shigeki Shakuya
杓
しゃく

谷
や

茂
し げ

樹
き

教授
（国際文化交流学科）

チチェン・イツァの代表的な建造物で
ある「エル・カスティーヨ」は羽毛のヘ
ビ神ククルカンを祀るピラミッド

キャリアデザインセミナー

就職活動丸ごと体験実践型
セミナー（模擬面接の様子）

小松市役所でのインターンシップ

キャリアコンサルタント
飛田　敦子

　

カ
ン
ク
ン
の
ビ
ー

チ
は
と
に
か
く
素
晴

ら
し
い
！
大
げ
さ
で

は
な
く
、
空
よ
り
青

い
海
、
雲
よ
り
白
い

砂
が
広
が
り
、
時
に

は
イ
グ
ア
ナ
に
も
出

会
え
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
と
粟
津
キ
ャ
ン
パ
ス

に
あ
り
、
専
門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
就
職
に

〜
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
編
〜

オンラインでも対面でも
キャリア相談 実施中
　進路選択や就職活動の進め方に関する相
談のほか、履歴書やエントリーシートの添
削、面接練習などに随時応じています。1・
2年生の利用も大歓迎です！

【相談時間】
月～金曜日（平日）　9時～ 17時
【相談予約】　
キャリタスUCから
【問い合わせ】
E-mail：carrier@komatsu-u.ac.jp

人事・採用ご担当の方へ
求人・インターンシップ情報は、

キャリタスUCで
ご登録ください。

学年進行に応じたキャリアサポートを実施しています

3年次には、社会での実践的な学びにも取り組んでいます

 1・2年次  働くとは何か、幅広く柔軟に将来を考える

 3年次  インターンシップが鍵！就職活動いよいよスタート !!

 4年次  大切なのは、最後まであきらめないこと

　職業観の醸成に向けた「キャリアデザインセミナー」や、各種ガイダンス（インターンシッ
プ、公務員など）を開催しています。また、企業見学会や産業展示会などの視察を通して、
さまざまな職種や業界に触れ、将来のビジョンを膨らませていきます。

生産システム科学科「学外技術体験実習」 国際文化交流学科「インターンシップ」
　主に石川県内の企業で1～ 2週間実施す
る実習です。大学で学んだ知識や技術がど
のように生かされているかを体験します。
派遣先：コマツ、Jバス、小松村田製作所など

　南加賀地域の企業や行政等で、約5日間、
実際の業務に携わります。課題を設定し、
解決策の検討、発表なども行います。
派遣先：小松市役所、ゆのくにの森、大京など

　キックオフガイダンスを皮切りに、自己分析や企業研究、履歴書・面接・筆記試験対策な
ど、本格的・実践的なセミナーやガイダンスを定期的に開催し、学生を支援しています。本
学はまだ卒業生がいないため、就職活動について、学生が具体的なイメージを持てるようサ
ポートします。公務員講座や勉強会も開催しています。

　新型コロナウイルス感染症は、企業の採用スケジュール等にもさまざまな影
響を及ぼしています。迷いや不安は、まずは教員やセンターに相談してください。
最後まであきらめずに、納得できる進路を一緒に見つけていきましょう。

ぶ
ら
り
キ
ャ
ン
パ
ス
案
内

関
す
る
個
別
相
談
の
ほ
か
、
各
種
セ
ミ

ナ
ー
や
対
策
講
座
の
実
施
、
就
活
イ
ベ

ン
ト
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
の
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

学
科
に
就
職
担
当
教
員
を
配
置
し
、
個

別
面
談
を
実
施
す
る
な
ど
、
全
学
的
な

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
学
生
と
企
業
が
、
学
校

経
由
で
直
接
つ
な
が
る
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
「
キ
ャ
リ
タ
ス
Ｕ
Ｃ
」
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
学
生
向
け
の

求
人
情
報
を
集
約
し
、
学
生
が
閲
覧
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
同
時
に
、
学
生

の
就
職
希
望
や
就
職
活
動
状
況
な
ど
の

情
報
集
約
と
分
析
を
図
り
、
個
々
の
指

導
や
対
応
に
つ
な
げ
ま
す
。

th
e

bes t .

私の

イチオシイチオシ

キャリアデザインセミナ

就職活動丸ごと体験実践型

小松市役所でのインタ ンシップ

キャリアコンサルタント
松木　礼子

進路や就職で
悩むのは当たり前。

まずは気軽にキャリアサポート
センターをのぞいてみて

ください。
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追悼 なかにし礼先生
 学長　山本　博

　2020年 12月 23日、なかにし礼先生が逝去されました。本学の在るかぎり永遠に歌い継がれる、すばらしい大学校歌を

作詩いただき、本学と学生の皆さんの船出を温かく見守って下さいました先生に、心よりの感謝と哀悼の真を捧げます。

　顧みますと、在りし日の音容とともに、いくつかの光景が耳目に迫ります。

　なかにし先生から大学校歌の原稿が送られてきましたのは、開学準備を進

めていた2017年 10月のことでした。タイトルは「光より速きわれら」。感

想を求められましたので、まず電話では、「光速者」の作家埴谷雄高のさらに

上を行く境地ですね、と応え、翌日手紙で、校歌中唯一の固有名詞として１

題目冒頭に現れる「白山」はこの地にまなぶものの志の象徴となるでしょう、

２題目「海　永遠の」はランボーの詩を想い起こさせますね、３題目「この

命こそ」はこの校歌を歌う誰しもの胸に浸むでしょう、などといま思えばず

いぶん生意気な印象を書き送ったことでした。

　大学校歌のお披露目は、2018 年４月２日の開学式兼Ⅰ期生入学宣誓式で

行われました。前日リハーサルの折の、なかにし礼・千住明両先生の的確なご指導は忘れえぬものです。小松市立高校合唱部

の演奏を聞き、それぞれコメントされました。なかにし先生は、「日本語の発音を明瞭に」と「１題目より２題目、２題目より

３題目がより大きく聞こえるように」、千住先生はステージ上のピアノと合唱団員の位置についての指示と、なかにし先生のコ

メントに関係して、各題最初の２音、すなわち「見よ」、「海」、「この」を順次少しずつ大きく発声する要領で、とのアドバイ

スでした。すると、つづく２回目の演奏で両先生から「合格」が出、翌日の本番はさらにいい出来栄えとなりました。

　なかにし先生は、校歌が「詩」であることをたびたび強調されました。フランス文学を修め

られた先生ですから、自らを詩人と認識しておられたにちがいありません。2020年１月の『サ

ンデー毎日』に掲載された「愛こそ魂の　奇跡的行為だ」が、拝読した最後の作品となりまし

た。翌２月、小松市で行ったある講演をこの詩でしめくくりました。すると、それを知った先

生がことのほかよろこばれたと聞き、ちょっぴりご恩返しができたかなと感じたことです。

　左は、なかにし先生の父祖の地、小松市符津町にある符津白山神社に先生が奉納された色紙

です。この「ふるさと」は、白山を望む当地とも、先生が少年時代をすごされた中国とも解釈

されますが、観る人によっては別のふるさとが想われるかもしれません。なかにし先生の詩人

の魂は、いまや、ふるさとを含むこの星の上を自由に旅していることでしょう。ときに、光よ

り速く。

 合掌
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立
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光
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千
住　
　
　

明　

作
曲

見
よ　

白
山
の
頂
を

若
き　

飛
躍
の
舞
台
な
り

学
び
の
時
を　

愉
し
く
修
め

い
ざ
羽
ば
た
か
ん　

自
由
の
翼

世
界
は
広
し　

な
ら
ば
な
お

翔
び
ゆ
け
わ
れ
ら
！　

光
よ
り
速
く
！

公
立
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松
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学

海　

永
遠
の
時
を
打
つ

若
き　

希
望
も
無
限
な
り

果
て
な
き
空
に　

ゆ
る
が
ぬ
意
志
で

描
け
七
色
の　

調
和
の
虹
を

理
想
は
遠
し　

な
ら
ば
な
お

挑
め
よ
わ
れ
ら
！　

光
よ
り
速
く
！
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立
小
松　

小
松
大
学

こ
の
命
こ
そ　

奇
跡
な
り

汝　

自
身
を　

知
り
つ
く
せ

高
み
に
上
り　

高
み
を
越
え
て

い
ざ
身
に
浴
び
ん　

叡
智
の
景
色

真
理
は
深
し　

な
ら
ば
な
お

極
め
よ
わ
れ
ら
！　

光
よ
り
速
く
！

公
立
小
松　

小
松
大
学

作詩者なかにし先生と作曲者千住先生の署名入りの大
学校歌楽譜（公立小松大学所蔵）

なかにし礼先生奉納色紙
（小松市符津白山神社所蔵）

本学開学式で新入生に語りかけるなかにし先生
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